
行政・地域と連携した
ACP啓発

東成区在宅医療・介護連携相談支援室
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区の概況 人口 85,871人 （R5.10月現在）

（６５歳以上人口 21,140人）

高齢化率 24.6％
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地域力が高く、東成区母子会会員は2000人。

また、地域福祉サポーターが各小学校下（11小学校）に在籍し、

おまもりネット手帳の普及、啓発。



東成区のACP取り組み経過
行政との連携強化のための

会議実施体制の変更



認知症区民公開講座 令和5年11月11日

在宅医療・介護講演会
令和5年11月25日

地域講座

知って得する連続講座
11小学校下+3か所

区全体
実践の場

連動

多職種連携会(第16回)
令和5年9月16日

●意思決定支援について
考える

包括的支援事業（４事業）連絡会 （各種連絡会や地域資源等の情報収集）
情報共有
の場

情報共有
検討の場

実務者会議 「啓発ワーキング」実務者会議 「研修ワーキング」

令和5年度 東成区在宅医療・介護連携推進事業

[専門職] 各職種連絡会等での研修会  [地域住民] 地域実施の講座
現場ﾚﾍﾞﾙ
実践の場

[専門職] 個別支援にかかる連携

啓 発研 修

連動

研 修

居宅介護支援事業者
連絡会等への研修

多職種連携会(第17回)
令和６年１月20日

●東成区ACP応用編の 
活用
●『そなえる』わたしのくらし
方

認知症多職種研修会
令和6年2月22日

啓発リーフレットの作成

防災にかかる地域等
との多職種連携

大阪府緩和ケア人材養成事業
（共催）令和6年1月31日



状況・年齢別 啓発方法の検討と実施

大規模講演会
（若い世代 50代）

11小学校下での啓発
（介護保険を利用する前）

専門職からの啓発
（介護保険利用されている方や

その家族）

知って得する連続講座
介護予防・認知症・在宅医療



令和元年3月区役所が発行



厚生労働省「人生会議」とは…。を中心に作成

地域の反応⇒ 自分事として考えにくい。
介護職 ⇒ 説明が難しく活用しにくい
医療職 ⇒ 往診医・訪問看護師は活用（積極的ではない）

筑波大学 木澤医師もACP啓発は段階別に作成するべき！

使われなかったら意味がない！

地域・介護・終末期にわかれて検討開始。

利用実態



連続講座の講座
資料とした他、
地域の敬老会や
区民向け講演会
で配布

地域向け 終末期向け

2019年版を改訂
するため、
専門職に対し、
使用者アンケー
ト等を実施

令和4年度 地域向けACPを作成（状況により使いわける）



地域向け
手に取って『へえ～！ふーん！』と
触れてもらえる機会に！！

自分の人生を考えられていないと、自分の最期は考えられないよね！
まずは、どう生きたいのかを考えてもらい、その上で終末期の希望も考えてもらおう！



終末期向け



基本編 応用編 そなえる 医療メイン

令和５年度 ACP啓発
生活体制整備事業が発行

平成24年より

東成区
マスコットの活用

平成30年改訂

各校下
社会福祉協議会

発行



令和5年東成区知って得する連続講座

～あなたの心をバトンパス～
おもい

『そなえる』私のくらし方

【参加人数 （11地域 157名参加）】



地域向け→基本編へ
手に取って『へえ～！ふーん！』と
触れてもらえる機会に！！
家族さんや友人等と話す材料として！



応用編

①この情報をケアマネージャーさんにも活用してもらえるように
②おまもりネット手帳・カード、『そなえる』私のくらし方との連動！

自分の心について考える
材料として…！



今あるものを有効活用！
緊急連絡先+心も一緒に！



そなえる
ご自身で、
先々についてそなえておいてもらう事が大切！



おまもりネット手帳・カード

平成24年より実施。
各校下社協が発行。

現在、区内5,988人が持っている



毎回、アンケートを実施。

DVDの視聴と講演の組み合
わせ
が評価が高い！
また、映画『ぼけますから、
よろしくお願いします。』
が好評だったことから、そ
の監督とお父さんのDVDを
活用させてもらった。

ACPの冊子の引用は広島県
今回のYouTubeは呉共済
病院

講演 「毎日がACP」
東成区医師会 任 理宏先生

【参加人数 約100名】



専門職・団体への周知

・医師会 … 理事会で説明、周知、各医療機関へ配布

・歯科医師会 … 担当理事より理事会で説明、周知、各医院へ配布

・薬剤師会 … 研修で説明、周知、各薬局へ配布
（薬剤師の先生方が色々な情報を持っている）

・介護事業者連絡会
・ケアマネージャー連絡会
・訪問看護ステーション連絡会
・リハビリテーション連絡会
・老健・特養連絡会 など … 連絡会で説明、周知

・地域福祉サポーター連絡会 … 地域啓発に協力、啓発開始前に説明、周知

・各種団体 … 母子会、食推、健推、女性会、民生委員会等に順番に説明、周知予定

大阪府緩和ケア人材育成事業との連動



連続講座 講演会

参加年齢層

夜間や土曜日にも開催したが
年齢層の変化はあまりなかった。

連続講座に比べると年齢層は下がるが
50代、60代の参加は少ない。



「人生会議」について
人生の最終段階の過ごし方について、
誰かと話し合ったことはありますか

アンケート結果より

人生会議について、知っている、知らないに関わらず人生の最終段階の過ごし
方について誰かと話し合っている人の割合は変わらない。
しかし、人生会議について名前も内容も知っていたと返答した方は、人生の最
終段階の過ごし方について話したくないとは返答していない。



課題とこれから！

〇 大規模講演会や地域啓発講座（知って得する連続講座）に
参加していない方へのアプローチ！

〇 50～60代の参加者が少ない。
これらの年齢の方々へのアプローチはどうするべきか？



老人福祉センター

区役所・区民センターなど

公的会場での講座

知って得する

連続講座

（憩の家や集会所）

講演会

（区民センター）

出張講座

夜間開催

地域活動に
なじみがない
（地域の会館
に参加しにく
い）

高齢

地域活動に
なじみがある
（回覧板とか
掲示板で情報
が届く）

新しい広報

R6計画（案）



幅広い周知方法の検討とこれから！
〇 モニター広告の活用？（行政・クリニック・病院・薬局など）

〇 スーパーなど企業への協力依頼？

〇 小さなチラシを作成し、薬局で薬を渡す時に一緒に渡してもらう？

〇 特養・老健・介護付き有料等の家族会での周知のお願い？

〇 小学校などのPTAの集まりでの周知のお願い？

〇 各種団体への継続的な周知機会の確保？

〇 SNSなどの積極的な活用？



食推協

地 域

専門職

区役所

アプロー
チ

すみれの
会

母子会
あしたば

会

健康推進に取組んでおられる
４団体へのアプローチ

・すみれの会
・母子会
・あしたば会
・食推協

専門職

区役所

地 域

今年は〇〇にしよう！

DVD良かった！
またやろう！

つなぐ

母子会報の
記事書いて！

今後も、みんなが自分の心（おもい）を伝えられる
ように、行政・地域と一緒に頑張りたい！
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